
令和６年度
地域型オープンキャンパス

江差高看まつり

実施結果（まとめ）
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【実施結果】

• 日時 令和６年７月２７日（土）１１時～１４時

• 場所 江差高等看護学院

• 主催 地域型オープンキャンパス実行委員会
江差高等看護学院・学生自治会・同窓会、
道立江差病院、北海道檜山振興局、江差町、
江差高校、NPO法人まちカフェ江差、
カウンセリングオフィス静律、北海道保健福祉部

• 特別協賛
檜山町村会、江差高等看護学院同窓会、株式会社北都ＤＭ
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来場者数 １１８人
スタッフ ８１人
天 候 雨天、最高気温２５℃
※暑さ対策として、江差町から扇風機を20台借り受け



【協賛金】

［主な支出］

・ミネラルウォーター

（来場者・スタッフ用）

・縁日の景品等

（お菓子、おもちゃ、飾りカーテン等）

・オープンキャンパス参加者へのプレゼント

（電卓付きタイマー）

・地域食堂の食材費等
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【広報等】
• 事前周知

• 道内各高校への個別通知

• 檜山教育局、各町教育委員会への周知

• 各町小中学校・幼稚園・保育所・認定こども園への個別
通知

• 江差町広報（7月号）折込

• 町内・近隣の公共施設、スーパー、コンビニ等へのポス
ター掲示

• 学院ホームページに掲載

• 北海道公式Ｘに掲載

• 報道発表等（6/28PRTIMES、7/25函館新聞で告知）

• 当日取材

• 8/10 道新（地方版）に掲載
4



【当日従事スタッフ】

区分 人数 備考

江差高看 職員 １４

江差高看 学生自治会 １２ １・２・３年生

江差高看 同窓会 ９

北海道保健福祉部 ３ 地域医療推進局医務薬務課

檜山振興局 ５ 地域政策課１、商工労働観光課１、
保健所３

江差病院 ７

江差町 ４ 健康推進課１、高齢あんしん課２
※乙部町町民課１

ネクストイノベーション
きずなプロジェクト

１３ NPO法人まちカフェ江差、江差高校、
第一生命、愛宕町内会

江差高校 １２ 教員２
生徒１０（地域食堂２、受付等８）

カウンセラー ２ カウンセリングオフィス静律

合計 ８１
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※学院への報告ベース



【時間別来場者数】

時間 人数 割合
11～12時 ７６ 64.4%
12～13時 ３８ 32.2%
13～14時 ４ 0.4%
合計 １１８ 100.0%

○最初の１時間で約６割が来場。最後の１時間の来場者は４人と少なかった。
6

76

38

4
0

20

40

60

80

11～12時 12～13時 13～14時



【来場者数（居住地別）】

居住地 人数 割合
江差町 49 50.0%
厚沢部町 13 13.3%
上ノ国町 6 6.1%
乙部町 2 2.0%
今金町 4 4.1%
せたな町 2 2.0%
函館市 1 1.1%
札幌市 4 4.1%
江別市 2 2.0%
苫小牧市 2 2.0%
岩見沢市 1 1.1%
古平町 2 2.0%
道外・不明 10 10.2%
合計 98 100.0%

○半数が江差町で最も多く、檜山管内が77.6%を占めた。

檜山管内 76人（77.6%）
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（アンケートに回答した98人）
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Ｎ：118人
ｎ： 98人



【来場者数（年代別）】

年代 人数 割合
10歳未満 24 24.4%
10歳代 13 13.3%
20歳代 5 5.1%
30歳代 13 13.3%
40歳代 13 13.3%
50歳代 8 8.2%
60歳代 10 10.2%
70歳代 12 12.2%
合計 98 100.0%

○10歳未満から70歳代まで幅広い年代が来場した。
○多い順に10歳未満、10歳代・30歳代・40歳代となっている。 8
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【オープンキャンパス参加者】

区分 高校生 摘 要

１１時 ４人 上ノ国高校、八雲高校、小樽未来創造高校

１３時 ３人 江差高校、鵡川高校

合計 ７人

※「１３時」の３人のうち２人は江差高校の地域食堂ボランティア（２年生）
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【来場者の感想】（来場者アンケート）
年代 主な感想

10歳未満 たくさんおもちゃをありがとう。

10歳代 今回のオープンキャンパスで、より江差学院について知ることができました。来年来れるよう
に頑張ります。

とても環境がよく、実技などの勉強がとても良く学べました。看護学校に入るために今後も頑
張ります！

20歳代 色々な体験ができて良かったです。

30歳代 皆さんの笑顔がステキで、とても楽しかったです。ありがとうございました！

子どもがたくさん楽しめていたのでとても良かったです。カレーライスもおいしかったです。

40歳代 子どもにやさしくしてくれてありがとうございます。心臓マッサージが一番楽しかったそうで
す。縁日も工夫が多く楽しめました。

医療のいろいろな事が知れてよかったです。カレーもおいしかったです。

50歳代 とても工夫されていて楽しかったです。縁日のほかカレーも健康増進も体験コーナーもよかっ
たです。

きれいな学校ですね。生徒さん達の笑顔がステキでした。

60歳代 とてもすばらしい催しでした。皆さん親切で明るい方ばかり。カレーライスも美味しかった。

みんな一生懸命で熱意が感じられました。

70歳代 参加させて頂きありがとうございます。信頼回復のため頑張ってください。私達も頑張ります。

とても楽しく勉強になりました。また次回ありましたら参加したいと思います。看護学校の
方々頑張ってください。
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【評価】
目的 看護職を志望する学生や子どもを増やすとともに、学院の現状を地

域の方々に知っていただく機会とする

目標 １ 看護学校進学を目指す学生が、江差高看を志望校の一つとして考
えることができる

２ 江差高看を志望校の一つとして考えている学生が、入学に当たっ
ての疑問を解消し江差高看に入学したい気持ちが高まる

３ 地域の子どもたちが保健医療福祉従事者に関心を持つきっかけに
なる

４ 地域住民が学院の現状を知るとともに、健康や地域医療について
考える機会になる

結果
［評価］

・ オープンキャンパスに高校生７名（檜山管内４名、その他３名）
が参加し、学生と直接話をすることで学院に興味を持っていただく
機会となった。

・ 地域の子どもたちの参加も多く、白衣を着たり、看護・患者体験
などをすることで、医療従事者への関心を持つきっかけとなった。

・ 多くの地域住民が参加し、学院の現状を知っていただくほか、看
護や健康づくりに関心を持っていただく機会となった。

●目的・目標は概ね達成。
●次年度については、関係者等の意見を踏まえ、方法・内容等検討する。 11



▲各ブースを回ってもらえるシール３つで
オリジナルグッズと交換（兼アンケート用紙）

◀ 道保健福祉部のマスコット
「うっさん」に加え、
今年は江差町のキャラクター
「しげっち」も登場！
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１階ホール（受付など）
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１階：パンフレットコーナー

【檜山振興局商工労働観光課・江差保健所、北海道保健福祉部】

１階：あすなろパン 販売・試食コーナー
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２階：地域食堂【ﾈｸｽﾄｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ きずなﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ】
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２階：健康増進コーナー【江差町役場】

▲測定器で野菜摂取度のセルフチェック
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２階：ミニ縁日【学生自治会】
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２階：進路・キャリア相談

【カウンセリングオフィス静律】
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３階：看護・患者体験【道立江差病院】
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３階：看護・患者体験【道立江差病院】



３階：小さな看護師さん撮影会【学院同窓会】
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キャンパスツアー（フィジカルアセスメント体験）

【学生自治会】
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フィジカルアセスメント体験

【学生自治会】
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【学生自治会】


